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　　　　協　　　　数校
　　　　議午　　　 民よ大
　　　　に後　　　　あり正
　　　　移五田小牛り針五
　　　　藩騎中見山欝綾辛　 鈴

　　　　馨一雛購万me　za・木

　　　　肇虜　聖餐響馬葦

　　　　讐鬼鑑貫五蔵響　馨
　　　　竃・姿一次郎藷ど　讐
　　　　　本　　　　肥て　　ら
一　　響　　難藩・：発一
三　　　り　岡角　業市　 と

三　　　　 1迭　　　　 試に
　　　　付　 部田　鹸同　　　　　の　　　　 蕩窓
　　　　本　彌勝　前曾　　　　曾　　　　　橋を
　　　　規　否彌　支開　　　　則　　　　 傷く　　　　改　　　　 長Q
　　　　正　　　　 外母


